
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 Ｇ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

２
学
期

【知識・技能】バイオ基礎・情報について理解
し、関連する技能を身につけている。
【思考・判断・表現】バイオ基礎・情報の活用
に関する課題を発見し解決する力を身につけて
いる
【主体的に学習に取り組む態度】情報及び情報
手段を主体的に活用して、協議で問題を解決す
る能力を身につけている。

容量分析実習、バイオ基礎・情報実
習、自然環境実習をショップ制で実
施
・実習をするときの服装から心構
え、器具や薬品の取り扱い方・片付
け、事故が起きたときの対処法等を
身につけさせる。
・溶液の調整、標定方法を熟知さ
せ、滴定の基本操作を習得させる。
・滅菌、培養操作を習得させる。
・基本アプリケーションを課題作成
により習得させる。
・自然環境の理解、野菜栽培等の活
用技術を習得させる。

○ ○

【知識・技能】容量分析の基礎について理解
し、関連する技能を身につけている。
【思考・判断・表現】容量分析の活用に関する
課題を発見し、解決する力を身につけている。
【主体的に学習に取り組む態度】得られた知
識・技能を主体的に活用して、協議で問題を解
決する能力を身につけている。

【知識・技能】容量分析の基礎について理解
し、関連する技能を身につけている。
【思考・判断・表現】容量分析の活用に関する
課題を発見し、解決する力を身につけている。
【主体的に学習に取り組む態度】得られた知
識・技能を主体的に活用して、協議で問題を解
決する能力を身につけている。

環境化学 環境基礎化学実習

（土橋　恵）

環境化学 環境基礎化学実習 4

環境化学の各分野の技術に関する広い視野を持つことを目指し、自ら学び環境化学の各分野の発展に主体的に取り組む態度を養う。

環境基礎化学実習

１
学
期

３
学
期

44

52

132

【知識・技能】自然環境の基礎について理解
し、関連する技能を身につけている。
【思考・判断・表現】自然環境の活用に関する
課題を発見し、解決する力を身につけている。
【主体的に学習に取り組む態度】得られた知
識・技能を主体的に活用して、協議で問題を解
決する能力を身につけている。

○

A 容量分析実習
【知識・技能】容量分析の基礎につ
いて理解し、関連する技能を習得さ
せる
【思考・判断・表現等】容量分析の
活用に関する課題を発見し、解決す
る力を養う。
【学ぶ力、人間性等】主体的かつ協
働的に取り組む力を身につけさせ
る。
B バイオ基礎・情報実習
【知識・技能】バイオ基礎について
理解し関連する技能を習得させる。
PCを使用した数理処理の技能を習得
させる
【思考・判断・表現等】バイオ基
礎・情報の活用に関する課題を発見
し、解決する力を養う。
【学ぶ力、人間性等】主体的かつ協
働的に取り組む力を身につけさせ
る。
C 自然環境実習
【知識・技能】自然環境の基礎につ
いて理解し関連する技能を習得させ
る

容量分析実習、バイオ基礎・情報実
習、自然環境実習をショップ制で実
施
・実習をするときの服装から心構
え、器具や薬品の取り扱い方・片付
け、事故が起きたときの対処法等を
身につけさせる。
・溶液の調整、標定方法を熟知さ
せ、滴定の基本操作を習得させる。
・滅菌、培養操作を習得させる。
・基本アプリケーションを課題作成
により習得させる。
・自然環境の理解、野菜栽培等の活
用技術を習得させる。

○ ○ ○

A 容量分析実習
【知識・技能】容量分析の基礎につ
いて理解し、関連する技能を習得さ
せる
【思考・判断・表現等】容量分析の
活用に関する課題を発見し、解決す
る力を養う。
【学ぶ力、人間性等】主体的かつ協
働的に取り組む力を身につけさせ
る。
B バイオ基礎・情報実習
【知識・技能】バイオ基礎について
理解し関連する技能を習得させる。
PCを使用した数理処理の技能を習得
させる
【思考・判断・表現等】バイオ基
礎・情報の活用に関する課題を発見
し、解決する力を養う。
【学ぶ力、人間性等】主体的かつ協
働的に取り組む力を身につけさせ
る。
C 自然環境実習
【知識・技能】自然環境の基礎につ
いて理解し関連する技能を習得させ
る

【知識・技能】バイオ基礎・情報について理解
し、関連する技能を身につけている。
【思考・判断・表現】バイオ基礎・情報の活用
に関する課題を発見し解決する力を身につけて
いる
【主体的に学習に取り組む態度】情報及び情報
手段を主体的に活用して、協議で問題を解決す
る能力を身につけている。

【知識・技能】自然環境の基礎について理解
し、関連する技能を身につけている。
【思考・判断・表現】自然環境の活用に関する
課題を発見し、解決する力を身につけている。
【主体的に学習に取り組む態度】得られた知
識・技能を主体的に活用して、協議で問題を解
決する能力を身につけている。

【知識・技能】自然環境の基礎について理解
し、関連する技能を身につけている。
【思考・判断・表現】自然環境の活用に関する
課題を発見し、解決する力を身につけている。
【主体的に学習に取り組む態度】得られた知
識・技能を主体的に活用して、協議で問題を解
決する能力を身につけている。

36

【知識・技能】バイオ基礎・情報について理解
し、関連する技能を身につけている。
【思考・判断・表現】バイオ基礎・情報の活用
に関する課題を発見し解決する力を身につけて
いる
【主体的に学習に取り組む態度】情報及び情報
手段を主体的に活用して、協議で問題を解決す
る能力を身につけている。

○

容量分析実習、バイオ基礎・情報実
習、自然環境実習をショップ制で実
施
・実習をするときの服装から心構
え、器具や薬品の取り扱い方・片付
け、事故が起きたときの対処法等を
身につけさせる。
・溶液の調整、標定方法を熟知さ
せ、滴定の基本操作を習得させる。
・滅菌、培養操作を習得させる。
・基本アプリケーションを課題作成
により習得させる。
・自然環境の理解、野菜栽培等の活
用技術を習得させる。

（　組：　　　　）（　組：　　　　）

環境化学の各分野における情報及び情報伝達手
段を主体的に活用して自ら学び、工業の発展に
主体的かつ協働的に取り組み、協議で問題を解
決する能力を身につける。

【学びに向かう力、人間性等】

（板倉　哲） （菊池　直哉） （　組：　　　　）

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

容量分析、バイオ基礎（組織培養・微生物利
用）・情報、自然環境の各分野の活用について
理解するとともに、関連する技術を身に付け、
得られた知見を効果的に利用できるような知
識・技能を習得する。

容量分析、バイオ基礎（組織培養・微生物利
用）、情報・自然環境の活用に関する課題を発
見し、工業に携わる者として科学的な根拠に基
づき技術の進展に対応し解決する力を養う。

実習テキスト（自作）

環境化学

環境化学の各分野の技術における課題に対して思考し、学習した知識から、自ら判断し合理的に解を導ける力を養う。

【 知　識　及　び　技　能 】職業人として必要とされる、環境化学の各分野の専門的な知識・技能を体系的に学習させ、身につけさせる。

配当
時数

【知識・技能】容量分析の基礎について理解
し、関連する技能を身につけている。
【思考・判断・表現】容量分析の活用に関する
課題を発見し、解決する力を身につけている。
【主体的に学習に取り組む態度】得られた知
識・技能を主体的に活用して、協議で問題を解
決する能力を身につけている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

合計

A 容量分析実習
【知識・技能】容量分析の基礎につ
いて理解し、関連する技能を習得さ
せる
【思考・判断・表現等】容量分析の
活用に関する課題を発見し、解決す
る力を養う。
【学ぶ力、人間性等】主体的かつ協
働的に取り組む力を身につけさせ
る。
B バイオ基礎・情報実習
【知識・技能】バイオ基礎について
理解し関連する技能を習得させる。
PCを使用した数理処理の技能を習得
させる
【思考・判断・表現等】バイオ基
礎・情報の活用に関する課題を発見
し、解決する力を養う。
【学ぶ力、人間性等】主体的かつ協
働的に取り組む力を身につけさせ
る。
C 自然環境実習
【知識・技能】自然環境の基礎につ
いて理解し関連する技能を習得させ
る

○ ○

態



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 G 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（G組：　小林　　）

環境化学 環境有機化学
環境化学 環境有機化学 2

環境有機化学

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

生活に密接にかかわる有機化合物について、構
造や性質を理解する。
有機化学で行う反応を習得する。

有機化合物について、構造と性質の関係性や
IUPAC命名法を習得する。
目的の化合物を得るためにはどのような反応を
行うかを考え、表現することができる。

有機化学で得た知識を活用し、化学に関する問
題に協議で解決する能力を身につける。

工業化学２（実教出版）

環境化学

【 知　識　及　び　技　能 】生活に密接にかかわる有機化合物について、構造や性質を理解する。

有機化合物について、構造と性質の関係性やIUPAC命名法を習得する。

有機化学で得た知識を活用し、化学に関する問題に協議で解決する能力を身につける。

態
配当
時数

１
学
期

A 有機化合物の基礎
【知識及び技能】
　有機化学とはどの元素で成り立っ
ているかを理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　炭化水素を適切に表現することが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　新たな有機化合物を理解しようと
している。

・有機化合物の特徴
・有機化合物の分類
・有機化合物の命名
・アルカン
・アルキル基

【知識・技能】
　　有機化学とはどの元素で成り立っている
かを理解できている。
【思考・判断・表現】
　炭化水素を適切に表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　新たな有機化合物を理解しようとしてい
る。

○ ○ ○ 11

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1

B 脂肪族炭化水素
【知識及び技能】
　脂肪族炭化水素の違いを理解・分
類を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　脂肪族炭化水素の違いを理解し、
化学式を書くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　新たな有機化合物を理解しようと
している。

・アルケン
・アルキン
・シクロアルカン
・異性体

【知識・技能】
　脂肪族炭化水素の違いを理解・分類を理解
できる。
【思考・判断・表現】
　脂肪族炭化水素の違いを理解し、化学式を
書くことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　新たな有機化合物を理解しようとしてい
る。

○ ○ ○ 9

定期考査 ○ ○

○ ○ 1

1

２
学
期

C 脂肪族炭化水素
【知識及び技能】
　それぞれの反応を習得し、得られ
るものを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　目的の有機化合物を得るために、
必要な反応を選ぶことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　新たな有機化合物を理解しようと
している。

・置換反応
・付加反応
・脱離反応
・脂肪族炭化水素の誘導体

【知識・技能】
　それぞれの反応を習得し、得られるものを
理解する。
【思考・判断・表現】
　目的の有機化合物を得るために、必要な反
応を選ぶことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　新たな有機化合物を理解しようとしてい
る。

○ ○ ○ 10

定期考査

定期考査
○ ○

３
学
期

E　芳香族炭化水素
【知識及び技能】
　ベンゼン環について理解しようと
している。ベンゼン環を用いた新た
な化合物を理解しようとしている。
【思考力、判断力、表現力等】
　それぞれの化合物を理解し、化学
式・構造式で表すことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　新たな有機化合物を理解しようと
している。

・芳香族炭化水素
・芳香族炭化水素の反応
・芳香族炭化水素の誘導体

【知識・技能】
　ベンゼン環について理解しようとしてい
る。ベンゼン環を用いた新たな化合物を理解
しようとしている。
【思考・判断・表現】
　それぞれの化合物を理解し、化学式・構造
式で表すことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　新たな有機化合物を理解しようとしてい
る。

○ ○

16

定期考査
○ ○ 1

D 脂肪族炭化水素
【知識及び技能】
　1学期で学んだ内容をもとに新た
な化合物を理解し、その生成方法を
習得する。
【思考力、判断力、表現力等】
　それぞれの化合物を理解し、化学
式・構造式で表すことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　新たな有機化合物を理解しようと
している。

・アルコール
・エーテル
・アルデヒドとケトン
・カルボン酸とエステル
・アミンとアミノ酸

【知識・技能】
　1学期で学んだ内容をもとに新たな化合物を
理解し、その生成方法を習得する。
【思考・判断・表現】
　それぞれの化合物を理解し、化学式・構造
式で表すことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　新たな有機化合物を理解しようとしてい
る。

○ ○ ○

合計

56

○
5

定期考査
○ ○ 1


